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ホシガレイの放流技術開発 

～ 放流魚の追跡調査結果と年齢・成長について ～ 

 
   長崎県総合水産試験場      

                          漁業資源部 栽培漁業科    

 
はじめに 

ホシガレイ（写真１）は、カレイ科の一種で、

日本では本州中部以南から九州にかけて分布し、

最大で全長６０㎝、体重４㎏にも成長する大型の

カレイです。 
本県では、有明海と橘湾において主に１２月か

ら５月にかけて、刺網や小型底曳網によって漁獲

されており、非常に高値で取り引きされることか

ら沿岸漁業の重要な対象魚種となっています。 
過去の統計資料はありませんが、漁業者の話で

は、十数年前は現在の数倍の漁獲量があり、大型

のものも多かったとのことです。しかし近年の漁

獲量は、県全体で年間２トン前後と非常に少ない

ことから、資源の回復が強く望まれています。 
当試験場では、本種の漁獲量が減少傾向にあり、

非常に高価であることから、栽培漁業の対象魚種

として、平成１２年から種苗生産や放流技術の開

発を行っています。今回は、種苗放流魚の追跡調

査経過と、天然魚の年齢・成長の関係について紹

介します。 

 

写真１ ホシガレイ（全長 48cm） 

 

 

表１ 平成 12 年標識放流結果と再捕率の比較 

※２ 平均全長 2cm 放流群の再捕率を１としたときの

放流サイズ別再捕率の比較 

平成１２年放流群の追跡調査結果 

最も放流に適した稚魚のサイズを明らかにす

るために、当試験場で生産した種苗を平成１２年

２月から５月にかけて、有明海の島原半島沿岸に

おいて、表１のとおりサイズ別に放流試験を行い

ました。標識には耳石（※）を蛍光物質で染色す

る耳石標識（写真２）を用いました。放流サイズ

ごとに、標識の回数や大きさを変えることで、成

長して漁獲されたときに、どのサイズで放流した

ものかがわかります。 
（※）耳石 

魚類の内耳にある石灰質の器官で、主に聴覚に

関与します。また、耳石には多くの魚種で年輪が

形成されるため、年齢査定にも利用されています。 
 

 

写真２ 標識魚(左)と天然魚(右)の耳石 

 
現在までに、合計３０８尾が再捕されており、

その結果を表１の再捕率の比較に示します。再捕

率は、放流時の平均全長が２㎝に比べ、３㎝では

約２倍、５㎝では４倍、７㎝では５倍以上となり、

放流サイズが大きくなるにつれて、再捕率も高く

なる傾向が認められました。今後は、採算性など

を考慮したうえで、放流に最も適したサイズを明

らかにしていく必要があります。 
また、放流して約２年後、つまり放流魚が２歳

となる平成１４年１月に、橘湾で漁獲された２６

０尾の２歳魚を調べた結果、オス：１２尾（平均

全長３１㎝ 平均体重３３６ｇ）、メス：２尾（平



均全長３４㎝ 平均体重４９０ｇ）の放流魚が再

捕され、橘湾においては２歳で漁獲されるように

なり、さらに雄は成熟していることが確認されま

した。橘湾でのメスの漁獲主体は３歳魚であるこ

とから、今後も調査を継続し、再捕率や経済効果

に加え、雌の再生産への関与等の放流効果を明ら

かにしていきたいと考えています。 
 
年齢と成長 

漁獲物がどのような年齢で構成されているの

かを調べることは、栽培漁業や資源管理手法を検

討する上で、必要なことです。そこで島原半島沖

の有明海と橘湾で漁獲されたホシガレイを用い、

耳石に刻まれた年輪から年齢と成長の関係を求

めました。なお、成魚への標識放流によって、有

明海と橘湾の間での移動が確認されており、両海

域のホシガレイは同一資源であることが明らか

となっています。 
年齢と成長に関する解析結果を表２に示しま

す。１歳を除いて雌が雄よりも各年齢時の全長が

大きく、成長に伴いその全長差が増大しているの

が特徴です。６歳で比較すると雄が全長４０㎝  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体重７２０ｇであるのに対し、雌は全長５０㎝ 

体重１,６００ｇとなり、雌の体重は雄の２倍以
上となっています。 
この結果を基にして、漁獲物の年齢組成や資源

の特性を明らかにし、資源管理の方法も併せて検

討していきたいと考えています。 
 
 

（担当 光永直樹） 
 
 

 

表２ 雌雄別の年齢と成長 

 


